
マザーレイクゴールズ（ＭＬＧｓ）の
推進状況について

令 和 ６ 年 ( 2 0 2 4 年 ） 1 １ 月 １ ８ 日 （ 月 ）
第1回滋賀県環境審議会琵琶湖保全再生部会
琵 琶 湖 環 境 部 琵 琶 湖 保 全 再 生 課

資 料 ３

• 著作権は滋賀県が保有

• 使用の手続き

マザーレイクゴールズ（MLGs）ロゴマーク利用取扱要領により運用

賛同者は、MLGsの推進および情報発信のため、普及啓発、資金調

達、商業利用等を目的として届け出た上でロゴマークを利用することが可能

• ロゴマーク利用届出数

３２8者(令和６年10月末現在)

• 商標登録済

マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

○ロゴマーク等の活用

○賛同者数 1,７24者(令和６年10月末現在)

〇講演回数 1９4回（R3年度:36回 R4年度:５３回 R５年度：７0回
R6年10月末：35回）

○認知度 25.0％(第57回滋賀県県政世論調査)
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇ワークショップ等の実施
主催・共催等事業 令和６年度９月末現在 127事業

参加者数 7,781人

令和3年度 35事業 1,340人
令和4年度 47事業 2,792人
令和5年度 32事業 2,885人
令和6年度 13事業 764人（10月末時点）

＊ 共催・参加事業

マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

○ MLGsをテーマとした環境学習 （小・中・高 ）
【令和６年度】

• ６/６ 奈良県一条高校附属中学校（2年生）

• 6/20 東近江市立能登川南小学校(5年生)

• 8/30 奈良学園中学校(1年生)

• 10/9 広島県福山市立中央中学校（2年生）

• 10/24 草津市立松原中学校（３年生）

奈良県一条高校附属中学校 広島県福山市立中央中学校
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇 イベント等への参加、様々な主体・媒体とのコラボ (令和６年度)

• ①5/18 平和堂×サントリー ごみ拾い
イベント（彦根市）

• ②７/5 ビワイチ（「自転車」でびわ湖を
美しくする運動）（米原市）

• ③7/27～28 鳥人間コンテスト２０２4  
（ytv）：松原水泳場（彦根市）

• ④7/28 ボクシングタイトルマッチ
ダイハツアリーナ（大津市）

県内外のイベント等に参加・出展①

②

④
③

マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇 イベント等への参加、様々な主体・媒体とのコラボ (令和6年度)

様々な主体・媒体とのコラボ

• 滋賀経済同友会にて、テーマ「MLGsと私たち部会」として実施

• 川本勇さんのYouTube番組「びわモニ」で、
月1回「MLGsスペシャルデー」として発信

• MLGsみんなのBIWAKO会議／COP3では
「びわモニ」とコラボし、YouTube生配信を初
めて実現

- 3 -



7

マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇 国際発信 (令和６年度)

7

① 令和６年５月20日 コートジボワールからの訪問団へMLGsについて講演
② 令和６年５月22日、23日 第10回世界水フォーラムにおけるUNCRD(国連地域開発センター)主催の

自治体プロセスおよびサイドイベントにおいてMLGsを発表
③ 令和６年９月25日 国際湖沼環境委員会（ILEC）主催 グローバルユースワークショップでの

MLGsに関するレクチャー
④ 令和６年９月28日 国際湖沼環境委員会（ILEC）主催 Sustainable Lake Management

フォーラムでのMLGsの発
⑤ 令和６年10月23日 第6回アジア・ヨーロッパ都市水管理シンポジウム（中国・湖南省）での

MLGsの発信
５月22日 自治体プロセス ５月23日 サイドイベント②①

③ ④ ⑤

〇 MLGsみんなのＢＩＷＡＫＯ会議／COP３
MLGsに参画・関与している様々な関係者が一堂に会し、琵琶湖と流域の自然環

境や暮らしの状況について話し合い、「MLGsの達成状況の評価」と「今後の取り

組み」について認識の共有を図ることを目的に開催。

■開 催 日： 令和６年９月６日（金）

■会議内容：
MLGs評価報告書「シン・びわ湖なう202４」の報告

過去１年間のMLGs活動の報告

伊藤みきMLGs広報大使によるMLGs体操

分科会 ３つのテーマで実施

１. MLGs の可能性～できそうなこといろいろ考えてみよう～

２. 企業・事業者が取り組むプラごみ削減
３. MLGsとネイチャーポジティブ経営

MLGsみんなのＢＩＷＡＫＯ会議/COP３ 開催実績

マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

学術的な観点から琵琶湖および流域の環境と社会の状態について整理･解析するため、
MLGsに掲げる13のゴールに精通した13人の専門家により構成されるMLGs学術
フォーラムを組織

MLGs評価報告書を作成し、毎年、MLGsの達成状況について評価・公表

MLGsに参画・関与している様々な方々と情報共有し、MLGsの推進に貢献

・第1回MLGs学術フォーラム（令和６年６月18日（火））
令和５年度の琵琶湖の保全再生の状況について
MLGs評価報告書の作成について

・第2回MLGs学術フォーラム （令和６年８月７日（水））
MLGs各ゴールに関する評価について（委員報告）

MLGs総合評価（案）について

MLGs学術フォーラム 開催実績

第１回MLGs学術フォーラム
（令和６年６月１８日 オンライン併用開催）

〇 MLGs学術フォーラムの開催

マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

令和６年９月６日（金）にピアザ淡海にて開催された 『MLGsみん
なのBIWAKO会議／COP３』において、MLGs評価報告書 『シ
ン・びわ湖なう202４』 を公表

学術委員３名が会議に参加し、MLGsのゴール毎の多角的な分析
結果と、全体を通じた総合評価について報告

MLGsに参画している関係者の方々とMLGsの各ゴールの状態と
達成状況を共有

〇 MLGs学術フォーラムの成果

1
清らかさを
感じる水に

～

1
清らかさを
感じる水に

1
清らかさを
感じる水に

1
清らかさを
感じる水に

1
清らかさを
感じる水に

状態 傾向

よい 改善している

悪くはない

悪い

評価できない

変わらない

悪化している

評価できない

《評価の見方》

MLGs評価報告書
『シン・びわ湖なう202４』

MLGs各ゴールの評価
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